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本 シ.)-ズ (I)米に対して補足させて頂 きます｡今後の演算子の関係に関連

しますので｡

次のことは容易に示すことができる｡

いま,q,r を平均時醜微分 (前及び後向 き)が存在する畳とするO その時 ,

(a/dも)<州 r(i)> - <Dfq･(i)･州 >

+ <q(ち)Db r佃 > ('1)

が成立するoただし･Df及び Dbはそれぞれ前向 き及び後向 き o:}平 均 時 間 微

分演算子であるoDf,Dbを時間,位置 (時間のみの関数)の 関 数 f(｡鮎 t)

に作用させる■と

Bff(q仙 七)- (∂/a七十jf)･▽+I(f)△)f(q(ち),ち) ,

Dbf(q(t),ち)- (a/at+碑 ▽-D(b)△)f(qft),t)
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となる.ここに 工､(f) i;(blは前向き及び後向 きの拡散係数 (両者が等しいことI

はそ6)物理的内容からす ぐいえ ることであるが)O

ここで f(q(t),七) ダ(q(ち),i)が時間について コンパク トを集合の閉包I

をなすもの

fd< fg> - 0

とすると, (1)は■

+- +∝'
I dt< Dff･グ> - -I dも<fDbダ>,一一〇〇 ･_〇一〇

(5)

(4･a)

となる｡ これに位置空間における密度 (分布)関数 p(q用,i)を用いて陽に
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と変形されるo ただし,

rJt--(∂/8七十が ･▽+divjfL D(fl△)
は r,fの随伴 (-転置)演算子であり,また

+

D誓≡ p~ lDfP

(4･b)

(4･C)

(4･d)

を定義,導入した｡

われわれの目的は, (4lb)により,す夜わち ,(4･C&d)を用いて

p-1 D+fog - - Dbダ (5)

の演算子担保により,後向き演算子を前向き演算子によって表現することであ

る ｡

(5)に (4･C)を用いて具体的に計算すると次式'と象る｡

-1 + 一博 ･▽
p I)fP5 --(3/at+Ⅴ

- 2r)(f)▽Pnp.▽-I)挿 △)ダ

--(∂/at+ 7軋 ▽-I(bl△)辞,

ただし 前向き拡散方程式からの関係

-551-

(5′)



竹山尚賢

p~ 1 ∂p/a t ニ ー div 寸 fL l f)･∇Cnp

+ I)(f)p- l ap

を用いた｡

従って (5′)の両辺の各項を等潰 して次式がえられる｡

マ(b)= マ(fL 2r,(f)▽ enp,

｡r芯≡ (1/2)(マ(fl-i(b))

- D▽enP ,

with I.≡ 工,(f)= D(b)

(6)

(6･a)は碗拡散速度 とよんで使 ってきた隣係であるo (Ⅰ)における轟き方

では,次のように考えるべ きであろ う O 本来の連続の式は時間反転 い-一 七に

対して不変であ らねばならやO (ト 22･a&b)で7d(+)- (1/2)G (f)+7(b))
≡≡さコ

≡ マ のみが, ち.- 一 七に対してマ- -Vと在り (22･cl)は不変に止 る｡ 一
方 (22･b)は明 らかに不変性が保たれず, (22'.b)は消え,鮭局上記 (6･a)

を与える｡
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